
成果報告１：海洋教育のデザイン 
１．学校名：阪南市立舞小学校 

２．活動名：アマモから考える海の環境学習 

３．実践の概要・ねらい 
阪南市立舞小学校は運動場には山の一部やアスレチックがあり、校舎から大阪湾を望むこ

とができる豊かな自然に囲まれた場所にある。冬になると、大阪湾で唯一行われているとい

う海苔の養殖の様子を見ることもできる。そのような自然に恵まれた環境にある子どもたち

だが、環境問題について関心が低いのが現状である。特に海の環境問題に関しては、海はそ

んなに汚れていなくて問題はないという認識を持っている子が多い。 
 そこで、「アマモ」という海草を題材に、今大阪湾で起こっている環境問題と向き合い、

自分たちが海の生き物を守るためにできることを考える学習を行った。漁業や環境問題に携

わる NPO の方々の協力を仰ぎ、体験的な活動を繰り返し行うことで、海の環境について興

味を持ち、自分たちにとって身近な問題であることを実感させたい。また、自分たちでアマ

モを育てて植えるなど、環境保全のための取り組みを実際に行うことで、その場だけの学習

にとどまらないようにしたい。「アマモ」の学習から身近な環境問題へと学習の幅を広げ、

自分たちの日常生活に生かしたり、地域や家庭に環境を守るための取り組みを発信したりす

るなど、具体的な行動につながることを期待している。 
  
目標 
①「アマモ」から、「大阪湾」の環境について学ぶ 
②アマモ場にいる海の生き物にふれることで、アマモのすばらしさや大切さに気付き、海の

環境を守っていこうという気持ちを持つ 
③「アマモ」を育てて植えるなど、海の環境保全の為の実際の取り組みを行う 
④海の環境問題について自分たちで課題を持ち、調べたりまとめたりすることで、海の生き

物を守ることの大切さを周りの人に伝える 

４．実践計画 

 テーマ・概要 活動計画 教科等の関連 実践の評価 
1
年 

海の生き物につい

て知ろう 
ちりめんモンスターを探そう

（10 月） 
生活科 ・楽しみながら海

の生き物の分

類ができる。 
2
年 

海の生き物につい

て知ろう 
ちりめんモンスターを探そう

（10 月） 
生活科 ・楽しみながら海

の生き物の分

類ができる。 



・大阪湾の海の生

き物について

知ることがで

きる 
3
年 

海藻についてくわ

しく学ぼう 
海藻おしばをつくろう 
（10 月） 

総合的な学習

の時間 
 
図工 

・海藻の役割や種

類について知

ることができ

る 
・海藻の特徴を活

かして作品を

つくることが

できる。 
4
年 

アマモ場にいる海

の生き物にふれよ

う 

海の生き物観察 
地引き網体験（6 月） 

総合的な学習

の時間 
・楽しみながら海

の生き物にふ

れることがで

きる。 
・アマモ場が海の

生き物にとっ

て大切な場所

であることに

気付く。 
5
年 

アマモから、大阪

湾についてくわし

く学ぼう 

・アマモについて詳しく知ろ

う（9 月） 
・大阪府水産試験場の見学 
（10 月） 
・アマモの種を西鳥取の海に

植えよう（11 月） 
・環境問題を詳しく調べて、

お家の人に伝えよう 
（11 月） 

・6 年生からもらったアマモの

種を自分たちで育てよう 
（11 月～6 年の 6 月） 

・海苔すき体験 
 （2 月） 

総合的な学習

の時間 
 
社会科 
 

・アマモが海の環

境によい影響

を与えること

を知る。 
・大阪湾の状況を

くわしく知る 
・様々な環境問題

に興味関心を

持って調べて

いる。 
・アマモの世話を

進んで行う。 
 
・海苔の養殖につ

いてくわしく

学び、海苔すき

体験を楽しみ



ながらするこ

とができる。 
・地元の漁業につ

いてくわしく

学ぶ。 
6
年 

大阪湾の生き物を

守るためにとりく

もう 

・自分たちの育てたアマモを

海に植えよう（5 月） 
・アマモから種を取ろう 
（6 月） 
・海の生き物観察・地引き網

体験（6 月） 
・アマモの種子選別 
（9 月） 
・全国アマモサミットで自分

たちの取り組みを伝える 
（11 月）  

総合的な学習

の時間 
・楽しみながら海

の生き物にふ

れることがで

きる。 
・アマモ場が海の

生き物にとっ

て大切な場所

であることに

気付く 
・これまで学習し

たことをまと

め、環境保全の

ための自分の

考えを周りの

人に伝えるこ

とができる。 

５．今年度の実践 
① 計画からの追加・変更点  なし 
 
② 実践の成果 
・各学年に応じて環境学習を行うことができ、単発で終わるのではなく、各学年にまたがっ

て継続的な学習体系を作ることができた。 
・たくさんのゲストティーチャーの方が関わってくれたので、より専門的で興味深いお話を

聞くことができた。また、体験的な活動が数多くあるので、子どもたちも興味関心を持っ

て学習することができた。 
・アマモを実際に自分たちで育て、それを下級生に引き継ぐことで、多くの子がアマモの成

長に関心を持つことができた。その結果、水替えや成長記録の作成、調べ学習など意欲的

行う児童が増え、学校全体でアマモを育てていこうという気運が高まった。 
・6 年生が「全国アマモサミット」で発表することが決まり、児童集会でも全校生徒に「ア

マモの素晴らしさ」や「大阪湾の環境問題」について発表し、自分たちの取り組みを学校

全体に発信することができた。また、PTA 新聞にも学校全体の環境学習の取り組みが一

面で掲載され、地域や阪南市全体に舞小学校の取り組みを伝えることができた。 



 
③ 次年度への課題 
学校全体で「アマモ」を中心とした学習を推進し、子どもたちの環境への意識を高めるこ

とができた。今後は身近な環境問題について自分たちができることを考えたり、具体的な

取り組みを実施したりすることが課題になる。来年度アマモを通した環境学習を計画的に

進めていく中で、子どもたちが環境問題を自分たちの問題であると捉えること、そして具

体的な環境改善の取り組みを実施していきたい。 
 



 

実践のねらい 

阪南市立舞小学校は運動場には山の一部やアスレチックがあり、校舎から大阪湾を望むことができる豊かな自然に囲まれた場所にある。冬になると、大阪湾で唯一行われているという海苔の養
殖の様子を見ることもできる。そのような自然に恵まれた環境にある子どもたちだが、環境問題について関心が低いのが現状である。特に海の環境問題に関しては、海はそんなに汚れていなくて
問題はないという認識を持っている子が多い。 
 そこで、「アマモ」という海草を題材に、今大阪湾で起こっている環境問題と向き合い、自分たちが海の生き物を守るためにできることを考える学習を行った。漁業や環境問題に携わる NPO の
方々の協力を仰ぎ、体験的な活動を繰り返し行うことで、海の環境について興味を持ち、自分たちにとって身近な問題であることを実感させたい。また、自分たちでアマモを育てて植えるなど、
環境保全のための取り組みを実際に行うことで、その場だけの学習にとどまらないようにしたい。「アマモ」の学習から身近な環境問題へと学習の幅を広げ、自分たちの日常生活に生かしたり、地
域や家庭に環境を守るための取り組みを発信したりするなど、具体的な行動につながることを期待している。 
●時数 5 年生 9 月～6 年生 9 月 36 時間（総合的な学習の時間 28 社会科 8） 
●関連 社会科 
●目標   ①「アマモ」から、「大阪湾」の環境について学ぶ 

②海の生き物にふれることで、アマモ場のすばらしさや大切さに気付き、海の環境を守っていこうという気持ちを持つ 
③「アマモ」を育てて植えるなど、海の環境保全の為の実際の取り組みを行う 
④海の環境問題について自分たちで課題を持ち、調べたりまとめたりすることで、海の生き物を守ることの大切さを周りの人に伝える 
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体
験
的
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高学年 「アマモ」から考える海の環境学習 

①アマモ・海の環境問題を知る（総合４H） 
・ゲストティーチャーの方から話を聞く 
・アマモの種を紙粘土に張り付ける 
・アマモの種を海に植える 
・アマモの種を持ち帰り、水槽に植える 

④海藻について知る（総合４H） 
・ゲストティーチャーの方から話を聞く 
・海藻、海苔の特徴について知る 
・海苔すき体験をする 

 

②大阪湾について知る（社会８H） 
・漁業の種類について学ぶ 
・栽培漁業について学ぶ 
・漁業の課題について学ぶ 
・水産技術センターの見学 

③様々な環境問題について調べる（総合６H） 
・現在、地球上で問題になっている環境問題を調べる 
・わかりやすくまとめて新聞にする 
・日曜参観で保護者に向けて発表する 

⑤アマモ場にアマモを植える 
種を取る（総合６H） 

・ゲストティーチャーの方から話を聞く 
・アマモ場に自分たちが育ててきたアマモを

植える 
・海の生き物観察をする 
・アマモ場のアマモから新たな種を取る 
・地引網体験をする 

 

⑥アマモの種を５年生に引き継ぐ 
（総合２H） 
・ゲストティーチャーの方から話を聞く 
・前回の活動で取ってきたアマモの種を選別

する→５年生の活動へとつなげる 

⑦自分たちの活動を伝える 
（総合６H） 
・これまで学んできたことや、海の環境問題

に対して感じたこと、自分がどう向き合っ
て行動していくか考えをまとめる 

・学年の代表者が 11 月に行われる「全国ア
マモサミット」で自分たちの取り組みにつ
いて発表する 

アマモを自分たちで育てる 

成果報告２ 

【主な連携機関と内容】 
・大阪府水産技術センター：社会見学 
・西鳥取漁協：海苔すき体験 
・NPO 法人大阪湾岸域環境創造研究センタ

ー 
 ：アマモ学習 全国アマモサミット 


